
タウンミーティング

「 す べ て の 市 民 が 、 活 き 活 き と 暮 ら し 
て い け る ま ち づ く り 」 を目指して
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　施政方針に掲げた重点施策

☆生産年齢層の増加と子育て支援の充実
　　　　　　（移住・定住策の強化）

☆企業誘致

☆地域経済の活性化

☆財政の健全化・安定化
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　生産年齢層の増加が
すべての施策に影響する

☆生産年齢層＝働き盛り世代＝子育て世代

☆生産年齢層＝最も消費が旺盛な世代

☆生産年齢層＝経済の中心的役割

☆生産年齢層＝未来を担う子どもの育成
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　人口減少社会において
生産年齢層の増加など可能なのか？

☆都会になくて、あきる野市にあるもの

　あきる野市にある環境を活かしていけば

　可能であると思います

☆子育て世代が住みやすい魅力がある
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　あきる野市の人口推移は
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あきる野市の
年代別の転出・転入数データ
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男性 女性



あきる野市の年代別動向
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出生数が少ないため減少　　０～１８歳

社会人になり就職を機に市外へ移住し減少
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８～20代

結婚し家庭をもち、帰ってくる（Uターン）

移住してきたり（Iターン）で増加　20後半～40代

※トータルすると減少のほうが多いのが現状



なぜ？30代など
子育て世代の転入が多い？
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自然環境が良いところで子育てがしたい

あきる野市は買いやすい不動産価格

一戸建て率７７％で都内２６市のなかで
　　　　　　　ダントツで１位！

環境の良さと不動産価格とのコスパが良い



良いところを伸ばすことが得策
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苦手なところを無理して頑張るより、得意な

ところを伸ばした方が成果を出しやすい

子育て世代が、さらに暮らしやすい環境を

創造することが大事



財政安定化にも生産年齢層が重要
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　移住定住策に追い風あり

パンデミックがリモート化など働き方の変化速度を加
速させた

仕事に対するワカモノの遣り甲斐、人生観も多様化

教育も多様化　勉強以外に体験学習や感性を育むことも重視

良い自然環境下での子育て願望が増加

移住・定住のニーズは確実に高まっている
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生産年齢層の増加に重要なこと
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移住定住策の強化
住みやすさの充実・㏚・受け入れ態勢が重要
　　　　　　　　　　↓
　　　　　移住定住担当を配置

住まいの提供
（空き家対策が移住結果だけでなく、自治機能
の維持に大きく影響する）

・子育て環境のさらなる充実



　子育て施策　（当市独自実施策）

高校生以下の医療費完全無償化と
　　　　　　　　　　　　　　　所得制限の撤廃を実施
　　　　　　　　（西多摩の市では当市のみ）

子育て拠点施設
　　　　　　　『子育てステーションここるの』の運営
（妊娠期、出産、子育て期の切れ目のないワンストップ支援）

病児病後児保育施設『ぬくもり』の運営
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　子育て施策　

伴走型相談支援と経済支援の一体化事業
　妊娠8カ月頃のアンケート回答で5万円のカタログギフト
　新生児訪問時のアンケート回答で5万円のカタログギフト
３歳児健康診査に屈折検査器導入

子どもの学習・生活支援事業の増設

学童クラブの待機児ゼロ（令和６年４月より）

子育て世代への情報発信の強化と電子母子手帳の導入

バースデイサポート（相談機会の創出と経済的支援）
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今後、力を入れていきたいと
考えている子育て環境
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幼稚園、保育園に通っていない子どもや

世帯へのサポート

通学に支障のない公共交通環境

（JR五日市線のダイヤ改善や
　　　　　　　　公共空白地へのサポート）














